
 

 

 

１． 自転車に乗っているとき、前に人がおおぜい歩いていたらどうしますか。 

 

① ベルを鳴らして、人によけてもらう。 

② 自転車からおりて、おして歩く。 

③ 人の横やあいだを通る。 

 

 

 

   解答② 

 

 

 

 

 

 

   ＜解説＞ 

   前に多くの歩行者がいたら、自転車からおりて、おして歩く心づかいが必要です。 

 

 

２． 自転車の安全てんけんは、いつやりますか。 

 

① 乗る前にかならずやります。 

② 思いついたとき、ていねいにやります。 

③ 変な音がしたときにやります。 

 

   解答① 

 

   ＜解説＞ 

   自転車に乗る前には必ず点検しましょう。特に、ブレーキ、ライト、タイヤについては走行前に必ず

点検する習慣を身につけましょう。 

   点検し悪い箇所があったときは整備にだしましょう。また、１年に１回は専門店（自転車安全整備

店等）で点検や整備をしてもらいましょう。 
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３． 自転車で車道を走るときは、どちらを走りますか。 

 

① 車道の左はし。 

② 車道の右はし。 

③ 車道の中央。 

 

 

 

   解答① 

 

 

 

 

 

 

   ＜解説＞ 

   自転車で道路を通行するときは、道路工事などの場合を除き、車道の左端に沿って通行しなけれ

ばなりません。 

 

 

４． 自転車で走っていると、一時停止のひょうしきがありました。どうしたらよいですか。 

 

 

 

① 自転車には関係ないので、速度を落として通る。 

② 車が来なければ、止まらないで急いで通る。 

③ ひょうしきのところで止まり、右左の安全をたしかめてから通る。 

 

   解答③ 

 

   ＜解説＞ 

   自転車も車両の一種ですから、一時停止の標識や停止線の標示があるところでは、必ず 

一時停止をして安全を確かめなければいけません。 

 

 

 



５． 自転車運転中の事故で、原因として最も多いのは次のうちどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   解答③ 

 

   ＜解説＞ 

 自転車の運転中の交通事故の原因としては、前方をよく見ていなかったり、右・左の安全をよく 

確かめなかったり、ハンドルやブレーキの操作を上手にできなかったりしたときなどに多く発生して 

います。 

  

〇 自転車事故の原因となる自転車側の道路交通法違反上位５（令和２年中） 

１ 安全運転義務違反 

２ 交差点安全進行義務違反 

３ 指定場所一時不停止等 

４ 信号無視 

５ 通行区分違反 

 

６． からだに合った自転車はどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 前方をよく見ていなかっ 

たり、安全をよくたしかめ 

なかったりしたときなど。 

② 一時停止をしない。 ① 信号を守らない。 

②  ①  



   解答② 

 

   ＜解説＞ 

   体に合った自転車の選び方 

   ・自転車の大きさはタイヤのサイズで選びます。 

   ・足が地面につくような、体に合った大きさを選ぶことが大切です。 

     タイヤのサイズ      身長 

     14 インチ：         95－114cm 

     16 インチ：         101－119cm 

     18 インチ：         106－123cm 

     20 インチ：         114－137cm 

     22 インチ：         126－145cm 

     24 インチ：         137cm 以上 

     26 インチ：         140cm 以上 

 

 

 

７． 安全に歩いているのはどちらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

傘をさして歩くとき、傘で前が見えないようにして歩くことはとても危険です。傘をさして歩くときは、

できるだけ傘をまっすぐ立て、前やまわりの安全が確認できるような持ち方をしましょう。 

 

 

 

②  ①  



８． 安全な踏切の待ち方はどちらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

踏切で電車や列車が通過するのを待つときに、遮断機につかまったり、ゆすったりなどして遊ぶこ

とはとても危険です。踏切からさがったところで待つようにしましょう。 

 

 

９． 写真の歩行者用信号の意味を選びなさい。 

 

① 絶対わたりません。 

② 安全を確かめてわたります。 

③ わたりはじめません。 

 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

   ①は赤信号、③は青色点滅 

 

１０． このひょうしきは「この道は子どもを連れた大人が通る道」という意味です。 

 

 

 

 

 

① 正しい   ② まちがい 

 

②  ①  



 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

「歩行者専用」の標識です。歩行者の通行のためだけに設けられた道路を表しています。歩行者

の通行の安全と円滑を図るために、自転車を含む車両の通行は禁止されています。 

 

 

１１． このひょうしきは「車は通ってはいけないが、歩行者は通ってよい」という意味です。 

 

 

 

 

 

① 正しい   ② まちがい 

 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

   「歩行者通行止め」の標識です。歩行者の通行は禁止されています。 

 

 

１２． このひょうしきは「歩行者は道路を横断してはいけない」という意味です。 

 

 

 

 

 

① 正しい   ② まちがい 

    

解答① 

 

   ＜解説＞ 

「歩行者横断禁止」の標識です。歩行者の横断を禁止しています。歩行者は道路を横断してはい

けません。近くの横断歩道や横断歩道橋などを利用しましょう。 

 



１３． このひょうしきのある道路では、歩行者も通行できます。 

 

 

 

 

 

① 正しい   ② まちがい 

 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

「自転車専用」の標識です。普通自転車だけが通行できます。普通自転車以外の車両及び歩行

者の通行は禁止されています。 

 

 

１４． 夜、車の運転手さんから一番よくみえるのは、どの子どもですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

解答① 

 

   ＜解説＞ 

反射材を付けている部分は、車の運転者から見ると光っているように見えるので、運転者からは、

反射材を付けている人の方が付けていない人よりも２倍以上手前で発見できるといわれています。

反射材には、キーホルダー、シール、タスキなどいろいろな形や種類があります。夜、外出するとき

には、反射材を身に着けましょう。 

 

 

③ 白っぽい服 ② 黒っぽい服 ① 反射材（用品）を付けている 



１５． 安全に歩いているのはどちらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   解答② 

 

   ＜解説＞ 

   歩道のない道路を歩くときに、路側帯があればその路側帯の内側を歩きましょう。 

 

 

１６． 次の写真は、車を後ろからみたものです。左に曲がる合図をだしている写真を選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   解答③ 

 

   ＜解説＞ 

①は非常点滅表示灯（ハザードランプ）といい、夜間に停車や駐車するときなどの合図、②は右折

の合図 

 

②  ①  

③  ②  ①  



１７． 歩道が広くて他の自転車や歩行者が通行できる幅があるときは、自転車を点字ブロックの上に

とめてもかまいません。 

 

① 正しい   ② まちがい 

 

 

 

 

   解答② 

 

 

 

 

 

 

   ＜解説＞ 

点字ブロックの上に自転車を止めてはいけません。点字ブロックは、歩道に敷かれている突起が

ついた黄色のもので、目の見えない人や視力の弱い人を目的地まで誘導したり、注意をうながした

りするためのものです。 

 

 

１８． 自転車で走行しているときに、お年寄りや体の不自由な人がいた場合には、どうしますか。 

 

① 一時停止をするか、十分速度を落とす。 

② 急いでおいこす。 

③ ベルを鳴らして、よけてもらう。 

 

 

 

 

   解答① 

 

 

 

 

 



   ＜解説＞ 

お年寄りや体の不自由な人が歩いているとき、子どもがひとり歩きしているときは、危険のないよ

うに一時停止をするか、十分速度を落とさなければなりません。 

 

 

 

１９． 自転車でジグザグ運転をしたり、友達と競争したりしてはいけません。 

 

① 正しい   ② まちがい 

 

 

 

 

 

 

 

解答① 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜解説＞ 

ジグザグ運転をしたり、友達と競争したりすることは、自分がけがをするだけでなく、相手にけがを

させるような事故にも結びつきます。このような危険な走行はやめましょう。 


